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{ 日時：2022年 7月 23日（土）14：00～15：00

{ 講演：乳がん治療・検査のアップデート

{ 講師：椎名 伸充先生（井上記念病院 乳腺外科部長）

〔講演内容〕

{ 最新の乳がん診療

{ 各種療法・効果・副作用

{ 免疫チェックポイント阻害剤・効果

{ 免疫関連有害事象（irAE）とは

{ 各種遺伝子検査

{ 事前質問①②

✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿

ホルモン感受性や

HER2検査結果、

また、治療の時期で

治療薬剤が

異なるんですね
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HER2乳がんは

術前化学療法が今後

多くなるようです。

但し、早期癌は手術

先行をすすめることも

あります。

ホルモン受容体(＋)の

再発リスクの高い方には

ベージニオを追加できます

エンハーツ療法では

2ndラインのカドサイラ

療法の治療結果を上回る

良い結果が出ており、

今後の適応拡大が

期待されています
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間質性肺炎は他剤でも

副作用として報告され

ていますね。

末梢性ニューロパチー

“しびれ“です

免疫チェックポイント

阻害剤の治療では

様々な irAE の症状が

出現するのですね

キイトルーダによる

治療は準備が整い、

当院でも開始しました
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上記、左側グレー枠は

抗癌剤の上乗せ効果が認められず

“化学療法の必要性が低い“と結果が出ました

今後は抗癌剤治療を選択するための重要な

ツールとして期待されますが、

2022年 7月 23日時点、まだ保険収載されておりません
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保険診療で行えるがんゲノム

プロファイリング検査

（CGP検査）は現在、

｢FoundationOne ® CDx

がんゲノムプロファイル｣

｢FoundationOne Liquid

CDx がんゲノムプロファイ

ル｣｢OncoGuide NCCオン

コパネルシステム｣の

3種類です。

また、保険診療によるCGP

検査を受けるには国が指定し

た医療機関のみ実施可能です

家族由来の異常も判明するた

め、血縁者にも影響が及ぶ

ことがあり、検査前に遺伝

カウンセリングが必要です。

また、検査を施行しても治療

に結びつく方は1-2割程度

と言われています
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